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２
０
０
３
年

10
月
下
旬
／�

南
海
電
鉄
よ
り
和
歌
山
県
・
和
歌
山

市
・
貴
志
川
町
に
対
し
、
貴
志
川
線
廃

止
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
が
伝
達
さ
れ

る
。

11
月
７
日
／�

和
歌
山
市
長
、
貴
志
川
町
長
が
南
海
電

鉄
社
長
に
営
業
継
続
を
要
請
。

11
月
21
日
／�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
で
貴
志
川
線
の
廃
止

検
討
が
報
道
さ
れ
る
。

同
日
、
県
・
市
・
町
が
対
策
協
議
会
の

設
立
計
画
を
公
表
。

12
月
6
日
／�　『
南
海
貴
志
川
線
対
策
協
議
会
』（
以
下
、

対
策
協
議
会
）
設
立
総
会
開
催
。
県
・

市
・
町
、
周
辺
自
治
体
等
が
会
員
と
な

り
、
貴
志
川
線
の
存
続
を
図
る
。
行
政

と
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
存
続
運
動
推

進
を
確
認
。

２
０
０
４
年

１
月
17
日
／�

第
２
回
対
策
協
議
会
開
催
。
和
歌
山
県

高
等
学
校
校
長
会
、
信
愛
女
子
短
期
大

学
が
新
会
員
と
し
て
参
加
す
る
。

２
月
２
日
／�

対
策
協
議
会
が
「
貴
志
川
線
存
続
」
を

求
め
る
署
名
活
動
を
実
施
す
る
（
３
月

12
日
ま
で
）。

２
月
３
日
／�

和
歌
山
市
自
治
会
連
絡
協
議
会
が
、
市

政
懇
談
会
に
お
い
て
、
貴
志
川
線
問
題

を
市
全
体
の
問
題
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
を
決
議
。

２
月
12
日
／�

Ｊ
Ｒ
和
歌
山
駅
前
で
街
頭
署
名
活
動
を

実
施
。
和
歌
山
市
長
・
市
議
会
副
議

長
・
貴
志
川
町
長
・
町
議
会
議
長
ら
25

人
が
参
加
。
貴
志
川
線
の
利
用
と
存
続

運
動
の
盛
り
上
げ
を
呼
び
掛
け
る
。

２
月
13
日
／�

対
策
協
議
会
が
、
貴
志
川
線
全
駅
に

て
、
乗
降
客
の
利
用
状
況
調
査
な
ら
び

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
。

２
月
22
日
／�

住
民
団
体
『
貴
志
川
町
暮
ら
し
と
環
境

を
よ
く
す
る
会
』（
以
下
、
よ
く
す
る

会
）
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
南
海
貴
志

川
線
が
な
く
な
る
っ
て
ほ
ん
と
？
」
を

開
催
。

3
月
4
日
／�

貴
志
川
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
「
南

海
貴
志
川
線
の
存
続
を
求
め
る
決
議
」

が
採
択
さ
れ
る
。

12
日
に
海
南
市
議
会
、
18
日
に
野
上
町

議
会
、
22
日
に
桃
山
町
議
会
、
24
日
に

和
歌
山
市
議
会
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

同
決
議
が
採
択
さ
れ
る
。

　

２
０
０
０
年
３
月
、
鉄
道
事
業
法
が
改
正
さ
れ

た
。
鉄
道
事
業
へ
の
新
規
参
入
は
免
許
制
か
ら
許

可
制
に
な
り
、
事
業
遂
行
能
力
が
あ
れ
ば
鉄
道

事
業
へ
の
参
入
は
自
由
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
鉄
道
事
業
か
ら
の
退
出
も
廃
止
予
定
日
の
１

年
前
ま
で
に
廃
止
届
出
を
提
出
す
れ
ば
、
事
業
を

廃
止
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
鉄
道
事
業
法
改
正
を
ひ
と
つ
の
契
機
に
、

過
疎
地
域
や
地
方
都
市
の
経
営
難
に
苦
し
む
鉄
道

の
廃
止
が
相
次
い
だ
。
存
続
か
廃
止
か
、
揺
れ
る

最
中
の
鉄
道
も
少
な
く
な
い
。

　

貴
志
川
線
の
年
間
旅
客
輸
送
量
は
１
９
７
４
年

度
の
約
３
６
１
・
４
万
人
を
ピ
ー
ク
に
、
年
々
減

少
が
進
ん
だ
。
自
動
車
利
用
の
普
及
と
と
も
に
、

路
線
と
並
行
す
る
幹
線
道
路
の
整
備
・
拡
張
が
進

み
、
さ
ら
に
自
動
車
利
用
が
進
展
す
る
。
少
子
高

齢
化
に
よ
り
定
期
利
用
客
も
減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
っ
た
。

　

利
用
者
が
減
少
す
る
中
、
南
海
電
鉄
は
駅
の
無

人
化
や
ワ
ン
マ
ン
運
転
な
ど
徹
底
し
た
合
理
化
を

進
め
た
。
こ
う
し
た
コ
ス
ト
削
減
努
力
が
功
を
奏

し
、
１
９
９
５
年
度
に
約
８
億
円
に
達
し
た
営
業

赤
字
は
減
少
し
た
が
、
２
０
０
１
年
度
以
降
の
３

年
間
は
な
お
４
～
５
億
円
の
赤
字
で
推
移
し
て
い

る
。

　

内
部
補
助
に
よ
る
路
線
の
維
持
は
す
で
に
限
界

に
達
し
て
い
た
。
03
年
10
月
、
南
海
電
鉄
は
和
歌

山
県
・
和
歌
山
市
・
貴
志
川
町
に
対
し
て
、
貴
志

川
線
の
廃
止
検
討
を
表
明
。
翌
年
９
月
、
鉄
道
事

業
法
に
基
づ
く
事
業
廃
止
届
出
を
提
出
し
た
。

　

行
政
に
よ
る
存
廃
の
議
論
、
地
域
住
民
に
よ
る

貴
志
川
線
存
続
運
動
が
始
ま
っ
た
。

（
黒
字
は
事
業
者
、赤
字
は
行
政
機
関
、青
字
は
地
域
住
民
の
活
動
を
示
す
）

２
０
０
３
年

10
月
下
旬
／
南
海
電
鉄
よ
り
和
歌
山
県
・
和
歌
山

市
・
貴
志
川
町
に
対
し
、
貴
志
川
線
廃

止
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
が
伝
達
さ
れ

11
月
７
日
／
和
歌
山
市
長
、
貴
志
川
町
長
が
南
海
電

鉄
社
長
に
営
業
継
続
を
要
請
。

11
月
21
日
／

に
達
し
て
い
た
。

山
県
・
和
歌
山
市
・
貴
志
川
町
に
対
し
て
、
貴
志

川
線
の
廃
止
検
討
を
表
明
。
翌
年
９
月
、
鉄
道
事

業
法
に
基
づ
く
事
業
廃
止
届
出
を
提
出
し
た
。

　

行
政
に
よ
る
存
廃
の
議
論
、
地
域
住
民
に
よ
る

貴
志
川
線
存
続
運
動
が
始
ま
っ
た
。

（
黒
字
は
事
業
者
、

和歌山市 紀の川市

貴志

甘露寺前

岩出

船戸
紀伊小倉

布施屋

JR阪和線

JR和歌山線

JR紀勢線

千旦

紀和

宮前　　　

和
歌
山
市

和歌山港

南海和歌山港線

南海本線

南海加太線

田井ノ瀬

阪
和
自
動
車
道

紀伊中ノ島

西山口

大池遊園山東

伊太祈曽

わかやま電鉄貴志川線

吉礼

岡崎前竈山

神前

日
前
宮

田中口

和歌山

交
通
セ
ン
タ
ー
前

竈山神社

和歌山城
日
前
宮
神
社

伊太祈曽
神社

大池遊園

長山団地

貴志川高校

平
地
緑
地
公
園

出
典
：『
貴
志
川
線
再
生
計
画
報
告
書
〜
廃
線
の
危
機
か
ら
存
続
へ
〜
』（
２
０
０
７
年
１
月
・
貴
志
川
線
運
営
協
議
会
）

辻
本
勝
久
（
２
０
１
２
）「
和
歌
山
電
鐵
貴
志
川
線
の
再
生
と
今
後
の
課
題
」（『
運
輸
と
経
済
』
第
72
巻
第
８
号
）

２
０
０
３
年
10
月
、
南
海
電
気
鉄
道
は
赤
字
が
続
く
貴
志
川
線
の

廃
止
検
討
を
表
明
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
地
域
住
民
は『
貴
志
川
線
の
未
来
を
〝
つ
く
る
〞
会
』
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
住
民
団
体
を
設
立
。

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
た
存
続
運
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
。

２
０
０
５
年
２
月
、
和
歌
山
県
・
和
歌
山
市
・

貴
志
川
町
（
現
・
紀
の
川
市
）
は
貴
志
川
線
存
続
で
合
意
。

南
海
電
鉄
撤
退
後
の
運
営
事
業
者
公
募
に
よ
り
、

事
業
を
継
承
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
岡
山
電
気
軌
道
は
、

同
年
６
月
に
貴
志
川
線
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
新
会
社
「
和
歌
山
電
鐵
」を
設
立
。

地
域
住
民
、
自
治
体
と
協
働
す
る
運
営
体
制
で
、

「
貴
志
川
線
再
生
」
に
乗
り
出
し
た
。

赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
か
ら
、
住
民
が
存
続
を
熱
望
し
た
「
地
域
の
宝
」
へ
―
―

そ
の
あ
ゆ
み
を
追
っ
た
。

特
集
：
希
望
あ
る
存
続
へ

﹇
和
歌
山
電
鐵
貴
志
川
線
の
再
生
と
こ
れ
か
ら
﹈

貴志川線の再生と希望ある存続を目指して
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3
月
18
日
／�

和
歌
山
県
高
等
学
校
校
長
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
信
愛
女
子
短
期
大
学
が
、
貴
志
川

線
存
続
を
求
め
る
要
望
書
と
約
３
万

１
０
０
０
人
分
の
署
名
を
南
海
電
鉄
に

提
出
。

３
月
30
日
／�

対
策
協
議
会
が
、
貴
志
川
線
存
続
を
求

め
る
要
望
書
と
約
25
万
６
０
０
０
人
分

の
署
名
を
南
海
電
鉄
に
提
出
。

南
海
電
鉄
は
「
夏
ま
で
に
方
向
性
を
出

し
た
い
」
と
、
存
続
か
廃
線
か
、
結
論

を
出
す
期
限
を
初
め
て
明
ら
か
に
す
る
。

４
月
10
日
／�

住
民
団
体
『
南
海
貴
志
川
線
応
援
勝
手

連
』（
以
下
、
勝
手
連
）
が
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
開
催
。
５
月
29
日
ま
で
。

４
月
15
日
／�

対
策
協
議
会
が
、
国
土
交
通
省
（
以

下
、
国
交
省
）
を
訪
ね
、
経
営
不
振
な

ど
の
鉄
道
路
線
に
対
す
る
国
の
支
援
制

度
を
新
た
に
設
け
る
よ
う
要
望
す
る
。

４
月
23
日
／�

県
・
市
・
町
が
、
国
交
省
近
畿
運
輸
局

に
要
望
活
動
を
実
施
す
る
。

４
月
26
日
／�

第
３
回
対
策
協
議
会
開
催
。
２
月
に
実

施
し
た
利
用
状
況
調
査
・
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ
る
。
利
用
者

の
48
％
が
代
替
交
通
手
段
を
持
っ
て
お

ら
ず
、
沿
線
自
治
体
の
貴
志
川
線
へ
の

支
援
に
つ
い
て
は
約
９
割
が
「
支
援
す

べ
き
」
と
答
え
る
。

５
月
12
日
／�

国
・
県
・
市
・
町
に
よ
る
『
存
続
へ
の

検
討
会
議
』
開
催
。

５
月
21
日
／�

国
・
県
・
市
・
町
・
南
海
電
鉄
に
よ
る

第
１
回
『
５
者
会
議
』
開
催
。
存
続
に

向
け
た
実
務
協
議
を
開
始
す
る
。

７
月
29
日
／�

和
歌
山
市
長
が
、
既
存
の
鉄
道
事
業
者

が
不
採
算
路
線
を
継
承
し
た
事
例
と
し

て
、
三
重
県
桑
名
市
お
よ
び
三
岐
鉄
道

北
勢
線
を
行
政
視
察
。

7
月
30
日
／�

和
歌
山
市
長
が
、
茨
城
県
石
岡
市
お
よ

び
鹿
島
鉄
道
を
行
政
視
察
。

存
続
の
危
機
に
あ
る
鹿
島
鉄
道
に
は
、

02
年
よ
り
５
年
間
、
親
会
社
で
あ
る
関

東
鉄
道
に
よ
る
経
営
支
援
と
、
石
岡
市

な
ど
沿
線
自
治
体
・
茨
城
県
に
よ
る
公

的
支
援
が
行
わ
れ
る
。

８
月
４
日
／
第
４
回
対
策
協
議
会
開
催
。

8
月
5
日
／�

市
民
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
性
格
を

持
つ
『
和
歌
山
市
民
ア
ク
テ
ィ
ブ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
』（
以
下
、
Ｗ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
が
初

会
合
。
後
に
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
と
し

て
『
貴
志
川
線
分
科
会
』
を
設
立
す
る
。

８
月
10
日
／�

南
海
電
鉄
が
、
県
・
市
・
町
に
対
し
、

「
貴
志
川
線
鉄
道
事
業
か
ら
の
撤
退
」

を
表
明
。

９
月
２
日
／�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ
レ
ビ
「
難
問
解
決
！
ご

近
所
の
底
力
」
で
、
貴
志
川
線
と
沿
線

住
民
の
存
続
運
動
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

全
国
的
な
反
響
を
呼
ぶ
。

存
続
運
動
を
行
っ
て
い
た
番
組
の
出
演

者
を
中
心
メ
ン
バ
ー
に
『
貴
志
川
線
の

未
来
を
“
つ
く
る
”
会
』（
以
下
、
つ
く

る
会
）
が
結
成
さ
れ
、
本
格
始
動
す
る
。

９
月
７
日
／�

市
・
町
が
、「
南
海
貴
志
川
線
存
続
に
向

け
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
。
事

業
者
・
自
治
体
・
国
交
省
の
担
当
者
が

会
し
、
沿
線
住
民
ら
６
０
０
人
が
参
加
。

９
月
22
日
／�

市
が
、
市
議
会
総
務
委
員
会
で
、
上
下

分
離
方
式
に
よ
る
貴
志
川
線
の
存
続

や
、
バ
ス
を
運
行
さ
せ
た
場
合
の
収
支

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
を
報
告
。
バ

ス
に
比
べ
、
鉄
道
は
「
赤
字
額
が
大
き

い
が
定
時
性
、
輸
送
力
で
優
れ
て
い
る
」

と
評
価
。
一
方
で
、
上
下
分
離
方
式
や

第
三
セ
ク
タ
ー
に
移
行
し
て
も
、
年
間

２
億
円
前
後
の
赤
字
に
な
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
る
。

９
月
30
日
／�

南
海
電
鉄
が
、
05
年
10
月
１
日
を
廃
止

予
定
日
と
す
る
貴
志
川
線
の
「
鉄
道
事

業
廃
止
届
出
」
を
国
交
省
近
畿
運
輸
局

に
提
出
。

10
月
12
日
／�

Ｗ
Ｃ
Ａ
Ｎ
貴
志
川
線
分
科
会
が
、
沿
線

主
要
道
路
で
交
通
量
調
査
と
所
要
時
間

調
査
を
実
施
。

10
月
13
日
／�

勝
手
連
が
、「
駅
評
価
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
開
催
す
る
。

10
月
22
日
／�　『
貴
志
川
線
の
存
続
と
利
用
促
進
を
願

特集：希望ある存続へ
［和歌山電鐵貴志川線の再生とこれから］

3
月
18
日
／
和
歌
山
県
高
等
学
校
校
長
会
、
Ｐ
Ｔ

線
存
続
を
求
め
る
要
望
書
と
約
３
万

提
出
。

３
月
30
日
／
対
策
協
議
会
が
、
貴
志
川
線
存
続
を
求

め
る
要
望
書
と
約

南
海
電
鉄
は
「
夏
ま
で
に
方
向
性
を
出

し
た
い
」
と
、
存
続
か
廃
線
か
、
結
論

を
出
す
期
限
を
初
め
て
明
ら
か
に
す
る
。

４
月
10
日
／
住
民
団
体
『
南
海
貴
志
川
線
応
援
勝
手

連
』（
以
下
、
勝
手
連
）
が
、
ワ
ー
ク

４
月
15
日
／
対
策
協
議
会
が
、
国
土
交
通
省
（
以

下
、
国
交
省
）
を
訪
ね
、
経
営
不
振
な

ど
の
鉄
道
路
線
に
対
す
る
国
の
支
援
制

度
を
新
た
に
設
け
る
よ
う
要
望
す
る
。

４
月
23
日
／
県
・
市
・
町
が
、
国
交
省
近
畿
運
輸
局

に
要
望
活
動
を
実
施
す
る
。

和歌山市 紀の川市

貴志

甘露寺前

岩出

船戸
紀伊小倉

布施屋

JR阪和線

JR和歌山線

JR紀勢線

千旦

紀和

宮前　　　

和
歌
山
市

和歌山港

南海和歌山港線

南海本線

南海加太線

田井ノ瀬

阪
和
自
動
車
道

紀伊中ノ島

西山口

大池遊園山東

伊太祈曽

わかやま電鉄貴志川線

吉礼

岡崎前竈山

神前

日
前
宮

田中口

和歌山

交
通
セ
ン
タ
ー
前

竈山神社

和歌山城
日
前
宮
神
社

伊太祈曽
神社

大池遊園

長山団地

貴志川高校

平
地
緑
地
公
園

文◉香田朝子／撮影◉加藤有紀／写真提供：和歌山電鐵株式会社

貴志川線の再生と希望ある存続を目指して
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う
県
議
会
議
員
連
盟
』
が
、
第
１
回
勉

強
会
を
開
催
。
県
議
や
和
歌
山
市
長
、

貴
志
川
町
長
、
つ
く
る
会
の
代
表
ら
40

人
が
出
席
。

11
月
29
日
／�
国
交
省
近
畿
運
輸
局
で
意
見
聴
取
会
が

開
か
れ
る
。
よ
く
す
る
会
、
つ
く
る
会
、

県
・
市
・
町
が
参
加
。

12
月
11
日
／�

つ
く
る
会
が
、
住
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
乗�

っ
て
残
そ
う
貴
志
川
線
」
を
開
催
。
沿

線
住
民
ら
８
０
０
人
が
参
加
す
る
。

12
月
13
日
／�

市
が
、
市
議
会
総
務
委
員
会
で
、
上
下

分
離
方
式
に
よ
る
存
続
を
目
指
し
、
南

海
電
鉄
撤
退
後
の
新
し
い
経
営
主
体

を
、
05
年
1
月
に
も
民
間
企
業
か
ら
公

募
す
る
方
針
を
表
明
。

12
月
19
日
／�

勝
手
連
が
、
竈
山
駅
清
掃
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
。

12
月
20
日
／�

県
立
和
歌
山
東
高
校
の
生
徒
・
保
護

者
・
教
職
員
、
地
域
住
民
ら
が
「
和
東

高
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
。
04
年
か
ら

開
催
す
る
討
論
会
で
、
そ
の
テ
ー
マ
の

一
つ
に
貴
志
川
線
問
題
を
取
り
上
げ
る
。

12
月
23
日
／�

つ
く
る
会
が
、
駅
の
美
化
イ
ベ
ン
ト
を

開
始
。

２
０
０
５
年

１
月
20
日
／�

Ｗ
Ｃ
Ａ
Ｎ
貴
志
川
線
分
科
会
が
、「
貴

志
川
線
存
続
に
向
け
た
市
民
報
告
書
～

存
続
の
費
用
対
効
果
分
析
と
再
生
プ
ラ

ン
～
」
を
発
表
。

1
月
22
日
／�

存
続
を
求
め
て
活
動
を
続
け
る
住
民
団

体
や
識
者
が
一
堂
に
集
ま
り
、『
貴
志
川

線
存
続
に
向
け
た
住
民
会
議
』（
以
下
、

住
民
会
議
）
の
初
会
合
を
開
く
。

2
月
4
日
／�

県
・
市
・
町
が
、
貴
志
川
線
存
続
の
た

め
の
枠
組
み
を
合
意
。
上
下
分
離
方
式

を
採
用
し
、
県
は
鉄
道
用
地
取
得
費
な

ど
初
期
投
資
と
施
設
整
備
に
か
か
る
計

約
４
億
８
０
０
０
万
円
を
負
担
。
市
と

町
は
運
営
移
管
後
10
年
間
、
上
限

８
億
２
０
０
０
万
円
を
負
担
す
る
。

２
月
13
日
／
第
５
回
対
策
協
議
会
開
催
。

２
月
15
日
／�

第
9
回
５
者
会
議
開
催
。
新
運
営
事
業

者
確
保
に
向
け
、
協
議
を
開
始
す
る
。

２
月
23
日
／�

市
・
町
が
、
運
営
事
業
者
の
公
募
を
開

始
。
①
鉄
道
事
業
許
可
の
取
得
②
南
海

電
鉄
撤
退
の
日
か
ら
運
行
③
10
年
以
上

の
運
営
継
続
─
─
が
条
件
。
公
募
は
３

月
22
日
ま
で
。

２
月
27
日
／�

南
海
電
鉄
が
「
貴
志
川
線
の
日
」
を
開

催
し
、
全
区
間
一
乗
車
に
つ
き
初
乗
り

運
賃
で
乗
車
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

す
る
。
市
と
町
は
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
駅
な
ど

で
貴
志
川
線
利
用
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
。
つ
く
る
会
も
沿
線
マ
ッ
プ
を

作
成
、
配
布
す
る
。

３
月
上
旬
／�

住
民
会
議
有
志
が
、
継
承
事
業
者
に
打

診
活
動
を
行
う
。

３
月
14
日
／�

Ｗ
Ｃ
Ａ
Ｎ
貴
志
川
線
分
科
会
が
、
両
備

グ
ル
ー
プ
を
継
承
事
業
者
の
筆
頭
と
判

断
。
つ
く
る
会
に
連
名
を
求
め
、
応
募

依
頼
状
を
送
付
。

３
月
26
日
／�

貴
志
川
線
運
営
事
業
者
応
募
９
者
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。

４
月
28
日
／�

市
・
町
が
応
募
９
者
の
中
か
ら
、
両
備

グ
ル
ー
プ
の
岡
山
電
気
軌
道
を
選
定
。

5
月
７
日
／�

和
歌
山
東
高
校
、
貴
志
川
高
校
な
ど
沿

線
８
校
の
生
徒
・
学
生
が
組
織
す
る
実

行
委
員
会
が
主
催
し
、
貴
志
川
町
で

「
貴
線
祭
」
開
催
。「
活
気
づ
け
よ
う
貴

志
川
線
・
和
歌
者
の
力
で
」
が
テ
ー
マ
。

5
月
11
日
／�

岡
山
電
気
軌
道
の
小
嶋
光
信
社
長
が
、

記
者
会
見
を
行
う
。
新
会
社
を
設
立
し
、

06
年
4
月
の
運
行
開
始
を
目
指
す
。

5
月
20
日
／�

和
歌
山
市
長
・
貴
志
川
町
長
が
、
南
海

電
鉄
に
06
年
3
月
末
ま
で
の
廃
線
延
期

を
要
請
す
る
。

6
月
9
日
／�

南
海
電
鉄
が
、
国
土
交
通
相
に
半
年
延

長
の
事
業
廃
止
繰
り
下
げ
を
届
け
出
る
。

6
月
27
日
／�

岡
山
電
気
軌
道
が
、
貴
志
川
線
運
営
の

た
め
の
１
０
０
％
子
会
社
、「
和
歌
山
電

鐵
株
式
会
社
」
を
設
立
。
社
名
は
公
募

で
選
ば
れ
、
路
線
名
の
通
称
名
に
は

「
わ
か
や
ま
電
鉄
貴
志
川
線
」
を
使
う
。

10
月
16
日
／�

貴
志
川
町
で
、
貴
志
川
線
の
存
続
を
祝

う
集
い
「
走
れ
未
来
へ
貴
志
川
線
」
開

催
。
つ
く
る
会
の
主
催
で
、
会
員
ら

７
５
０
人
が
参
加
。

10
月
21
日
／
第
18
回
５
者
会
議
開
催
。

11
月
7
日
／�

貴
志
川
町
が
粉
河
町
・
打
田
町
・
那
賀

町
・
桃
山
町
と
合
併
。「
紀
の
川
市
」

に
な
る
。

２
０
０
６
年

１
月
20
日
／�

和
歌
山
電
鐵
と
南
海
電
鉄
が
、
国
交
省

近
畿
運
輸
局
に
貴
志
川
線
の
鉄
道
事
業

譲
渡
譲
受
認
可
申
請
書
を
提
出
。

２
月
28
日
／�

和
歌
山
電
鐵
が
、
国
交
省
鉄
道
局
で
貴

志
川
線
鉄
道
事
業
譲
渡
譲
受
認
可
を
受

け
る
。

３
月
18
日
／�
貴
志
川
線
沿
線
の
住
民
代
表
、
商
工

会
、
沿
線
学
校
（
教
員
・
保
護
者
・
生

徒
）、
和
歌
山
県
・
和
歌
山
市
・
紀
の
川

市
と
和
歌
山
電
鐵
の
役
員
か
ら
な
る

『
貴
志
川
線
運
営
委
員
会
』
を
和
歌
山

電
鐵
組
織
に
設
置
す
る
。

3
月
31
日
／
南
海
電
鉄
貴
志
川
線
最
終
運
行
日
。

４
月
１
日
／�

貴
志
駅
前
で
始
発
に
合
わ
せ
、「
わ
か
や

ま
電
鉄
貴
志
川
線
出
発
式
」
が
行
わ
れ

る
。

５
月
28
日
／
第
６
回
対
策
協
議
会
開
催
。

８
月
６
日
／�

和
歌
山
電
鐵
創
立
１
周
年
を
記
念
し
て
、

貴
志
川
線
運
営
委
員
会
主
催
の
「
第
１

回
貴
志
川
線
祭
り
」
が
伊
太
祈
曽
駅
・

伊
太
祁
曽
神
社
で
開
催
。
沿
線
住
民
や

鉄
道
フ
ァ
ン
５
０
０
人
が
参
加
す
る
。

記
念
式
典
の
後
、
水
戸
岡
鋭
治
氏
デ
ザ

イ
ン
に
よ
る
２
２
７
０
系
改
装
車
「
い

ち
ご
電
車
」
が
お
披
露
目
さ
れ
る
。

10
月
３
日
／�

和
歌
山
電
鐵
が
、「
第
５
回
日
本
鉄
道

賞
」
の
「
選
考
委
員
会
特
別
賞
」
に
選

ば
れ
る
。
廃
止
の
届
出
が
な
さ
れ
た
貴

志
川
線
の
再
生
が
地
方
鉄
道
の
再
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
モ
デ
ル
事
例
に
な
る
と
評
価
。

10
月
21
日
／�

和
歌
山
電
鐵
移
管
後
初
の
ダ
イ
ヤ
改

定
。
増
発
と
最
終
電
車
の
繰
り
下
げ
を

行
う
。

２
０
０
７
年

１
月
５
日
／�

三
毛
猫
の
「
た
ま
」
が
無
人
駅
の
貴
志

駅
駅
長
に
就
任
。

　

地
域
住
民
の
存
続
を
願
う
熱
意
と
地
元
自
治
体

の
支
援
を
受
け
て
、
貴
志
川
線
を
運
営
す
る
「
和

歌
山
電
鐵
株
式
会
社
」
が
誕
生
し
た
。

　

和
歌
山
電
鐵
は
「
地
域
の
意
見
・
要
望
を
反
映

さ
せ
な
が
ら
、
地
域
と
と
も
に
再
生
を
目
指
す
」
こ

と
を
目
的
に
、
行
政
・
商
工
会
の
ほ
か
沿
線
学
校

関
係
者
、
住
民
団
体
「
貴
志
川
線
の
未
来
を
“
つ

く
る
”
会
」
や
「
和
歌
山
市
民
ア
ク
テ
ィ
ブ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
貴
志
川
線
分
科
会
」
な
ど
の
代
表
を
委
員

と
す
る
「
貴
志
川
線
運
営
委
員
会
」
を
設
置
。
同

委
員
会
が
運
営
の
決
定
機
関
と
な
っ
て
利
用
促
進

策
な
ど
を
協
議
、
実
施
し
て
い
く
体
制
を
整
え
た
。

　
「
日
本
一
心
豊
か
な
ロ
ー
カ
ル
線
」
を
合
言
葉

に
、
鉄
道
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
、
貴
志
川
線

再
生
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。

2009 年３月にデビューした「たま電車」
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7
月
29
日
／�

水
戸
岡
氏
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
改
装
車
第

2
弾
「
お
も
ち
ゃ
電
車
」
が
運
行
開

始
。

11
月
7
日
／�

貴
志
川
線
の
駅
で
は
初
の
パ
ー
ク
・
ア

ン
ド
・
ラ
イ
ド
駐
車
場
を
伊
太
祈
曽
駅

前
に
開
設
。

２
０
０
８
年

１
月
５
日
／�

貴
志
駅
の
07
年
利
用
者
数
が
対
前
年
比

10
％
増
。
こ
の
業
績
に
よ
り
「
た
ま
駅

長
」
が
「
た
ま
ス
ー
パ
ー
駅
長
」
に
昇

進
。

４
月
20
日
／�

貴
志
駅
に
「
た
ま
」
駅
長
室
が
完
成
。

水
戸
岡
氏
の
デ
ザ
イ
ン
で
、
改
装
経
費

は
「
た
ま
」
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
出
演
し
た
報

酬
で
賄
っ
て
い
る
。

5
月
16
日
／�

フ
ラ
ン
ス
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
ネ
コ
を
探
し
て
」（
ミ
リ
ア
ム
・
ト
ネ

ロ
ッ
ト
監
督
）
に
、
日
本
の
ネ
コ
で
あ

り
、
か
つ
職
業
を
持
っ
た
ネ
コ
と
し
て

「
た
ま
」
が
出
演
。
日
本
で
も
10
年
に

全
国
公
開
さ
れ
る
。

10
月
28
日
／�

「
た
ま
」
に
、
和
歌
山
県
知
事
よ
り

「
和
歌
山
県
勲
功
爵
（
わ
か
や
ま
で
ナ

イ
ト
）」
の
称
号
が
贈
ら
れ
る
。

２
０
０
９
年

３
月
21
日
／�

水
戸
岡
氏
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
改
装
車
第

３
弾
「
た
ま
電
車
」
が
運
行
開
始
。
車

両
内
外
に
１
０
１
匹
の
「
た
ま
駅
長
」

が
描
か
れ
て
い
る
。

７
月
８
日
／�

『
和
歌
山
電
鐵
貴
志
川
線
・
地
域
公
共

交
通
活
性
化
再
生
協
議
会
』
が
、
地
域

公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
優
良
団
体
と

し
て
、
国
土
交
通
大
臣
か
ら
表
彰
を
受

け
る
。

12
月
20
日
／�

つ
く
る
会
が
、
結
成
５
周
年
と
和
歌
山

電
鐵
開
業
４
周
年
を
祝
う
集
い
「
あ
り

が
と
う
、
も
っ
と
！�
ず
っ
と
！�

貴
志

川
線
」
を
開
催
す
る
。
和
歌
山
県
知

事
、
和
歌
山
市
長
、
紀
の
川
市
長
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
来
賓
と
会
員

５
０
０
人
が
参
加
。

２
０
１
０
年

１
月
３
日
／�

駅
長
就
任
３
周
年
記
念
式
典
で
、「
た

ま
」
が
和
歌
山
電
鐵
の
執
行
役
員
に
就

任
。

８
月
４
日
／�

「
究
極
の
ネ
コ
・
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
建
築
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
水
戸
岡
氏
デ
ザ

イ
ン
の
新
駅
舎
「
た
ま
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

貴
志
駅
」
が
完
成
。

２
０
１
１
年

１
月
５
日
／�

駅
長
就
任
４
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、

「
た
ま
駅
長
」
の
活
躍
に
対
し
、
和
歌
山

県
知
事
よ
り
「
和
歌
山
県
観
光
ま
ね
き

大
明
神
」
の
称
号
が
贈
ら
れ
る
。
ま
た
、

海
外
の
客
招
き
の
た
め
、「
国
際
客
招
き

担
当
役
」
も
同
時
に
発
令
。

「
た
ま
」
は
常
務
執
行
役
員
に
就
任
。

10
月
14
日
／�

和
歌
山
電
鐵
と
貴
志
川
線
の
未
来
を

“
つ
く
る
”
会
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ

ア
に
よ
り
集
客
に
努
め
、
鉄
道
運
営
を

継
続
し
て
い
る
と
し
て
、「
第
10
回
日
本

鉄
道
賞
」
の
「
ロ
ー
カ
ル
線
客
招
き
ア

イ
デ
ア
賞
」
を
受
賞
す
る
。

２
０
１
２
年

1
月
５
日
／�

駅
長
就
任
5
周
年
記
念
式
典
で
、
三
毛

猫
「
二
タ
マ
」
に
「
貴
志
駅
長
代
行
兼

伊
太
祈
曽
駅
長
」
任
命
の
辞
令
が
交
付

さ
れ
る
。

２
０
１
３
年

１
月
５
日
／�

駅
長
就
任
６
周
年
記
念
式
典
で
、「
た

ま
」
が
和
歌
山
電
鐵
ナ
ン
バ
ー
２
の
社

長
代
理
に
昇
進
。

特集：希望ある存続へ
［和歌山電鐵貴志川線の再生とこれから］

1

4 5

6

2 3

1猫の顔をモチーフにした貴志駅 2「和歌山勲功爵」の称号をも
つ「たまスーパー駅長」 3伊太祈曽駅長の「二タマ駅長」 4わかや
ま電鉄貴志川線出発式 5子どもたちに人気の恒例「クリスマス電
車」 6地域の行事として定着した「貴志川線祭り」


